
学校整理番号（ １１６ ） 

 

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 専門学校千葉県自動車大学校 
設置者名 千葉県自動車整備商工組合 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

自動車整備 

専門課程 

一級自動車研究科 
夜 ・

通信 
414時間 320時間  

二級自動車整備科 
夜 ・

通信 
423時間 160時間  

カーメカトロニク

ス科 

夜 ・

通信 
432時間 80時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

ホームページに掲載し公表     https://cats.ac.jp/data 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人

材の複数配置】 
 
※ 様式第 2号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名 専門学校千葉県自動車大学校 
設置者名 千葉県自動車整備商工組合 

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 

名称 教育課程編成委員会 

役割 

実践かつ専門的な職業教育を実施するため業界における人事の専門性の動

向、国又は地域産業振興の方向性、実務に必要な最新の知識、技術、技能、

その他、教育課程の編成に関連する事項を審議する。 

編成委員会の審議意見は授業科目の開設、その他授業内容や方法の改善を含

む教育課程の編成に活用する。 

構成委員には業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界

団体、職能団体、地方公共団体等の役職員、及び、専門分野に関する学会や

学術機関の有識者から最低１名以上 また、実務に関する知識、技術、技能

についての知見を有する企業や関係施設の役職員から１名以上を委員とし

任期は２年で行う。（再任を認める） 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

一般社団法人 理事 

令和 4年 

6月 1日 

～ 

令和 6年 

5月 31日 

※業界全体の動向や地域の産業振興

に関する知見を有する業界団体、職

能団体、地方公共団体等の役職員 

委員は千葉県内の自動車整備関

連会社に対して指導・協力する一

般社団法人千葉県自動車整備振

興会の理事で、自動車整備業界全

体の動向や人材育成、また、千葉

県の自動車整備産業振興に関す

る知見を有している。 

 

一般社団法人 事務局長 

令和 5年 

6月 1日 

～ 

令和 7年 

5月 31日 

※業界全体の動向や地域の産業振興

に関する知見を有する業界団体、職

能団体、地方公共団体等の役職員 

委員は千葉県内の自動車整備関

連会社に対して指導・協力する一

般社団法人千葉県自動車整備振

興会の事務局長で、自動車整備業

界全体の動向や人材育成、また、

千葉県の自動車整備産業振興に

関する知見を有している。 
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株式会社理事  

令和４年 

6月 1日 

～ 

令和６年 

5月 31日 

※専門分野に関する学会や学術機関

の有識者 

委員は、大型車について整備に関

する知識、技術が高く、人材育成

についての経験も豊富である。ま

た、本校の卒業生の就職受入先で

あり、本校の学生に対する評価を

行う事ができるため、今後の教育

課程の編成に役立てる事ができ

る。一級自動車研究科のインター

ンシップ受け入れ先でもある。 

有限会社取締役社長 

令和 5年 

5月 28日 

～ 

令和 7年 

5月 27日 

※専門分野に関する学会や学術機関

の有識者 

委員は地元で自動車整備専業工

場を営み自動車整備全般に関す

る知識、技術が高く、人材育成に

ついての経験も豊富である。ま

た、本校の卒業生の就職受入先で

あり、本校の学生に対する評価を

行う事ができるため、今後の教育

課程の編成に役立てる事ができ

る。一級自動車研究科のインター

ンシップ受け入れ先でもある。 

株式会社サービス部長 

令和 4年 

7月 6日 

～ 

令和 6年 

7月 5日 

※専門分野に関する学会や学術機関

の有識者 

委員は、乗用車、軽自動車整備に

関する知識、技術が高く、人材育

成についての経験も豊富である。

また、本校の卒業生の就職受入先

であり、本校の学生に対する評価

を行う事ができるため、今後の教

育課程の編成に役立てる事がで

きる。一級自動車研究科のインタ

ーンシップ受け入れ先でもある。 

株式会社営業本部営業部長 

令和 3年 

9月 12日 

～ 

令和 5年 

9月 11日 

※専門分野に関する学会や学術機関

の有識者 

委員は、輸入車に関する知識、技

術が高く、また、販売に対する知

識や人材育成についての経験も

豊富である。また、本校の卒業生

の就職受入先であり、本校の学生

に対する評価を行う事ができる

ため、今後の教育課程の編成に役

立てる事ができる。 

（備考）令和 5年中に任期満了の方は、再任の許諾済 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 専門学校千葉県自動車大学校 

設置者名 千葉県自動車整備商工組合 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画は本校の教育目的を達成するため、文部科学省専修学校の設置基

準、及び国土交通省一種養成施設指定基準に準じた内容で作成した科目別

到達目標等を元に、主授業担当者が、担当教員、到達目標、授業の時間、授

業回数、授業内容、使用する教科書、教材及び履修条件、成績評価の方法

を明記した内容で作成する。 

作成した授業計画は学年主任及び教育課長により内容の確認を行い、３月

３１日までに教育部長の最終確認（実施許可）を受け授業を行う。 

また、確認を受けた授業計画の公表は実施年度４月に本校のホームページ

に掲載し公表する。 

授業計画書の公表方法 
 ホームページに掲載し公表 

https://cats.ac.jp/data 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

各科目について平常評価（出席率、提出物等）、平常試験（修了試験等）、学

期末試験（前期末試験または後期末試験）を実施し、それに基づき評価を

行う。 

試験の結果は可（６０％）以上を合格とする。また、出席率は９０％以上

でなければ学期末試験を受験することができない。 

なお、出席が９０％未満のものには補習を行い、試験成績が６０％未満の

もの、及び受験しなかったものには、それぞれ再試験及び追試験を実施す

る。 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

各科目について学期末試験（前期末試験及び後期末試験）における学科科

目及び実習科目の履修範囲について評価を行う。 

評価基準は概ね、１００～９０点：優（３ポイント）、８９～７０点：良（２

ポイント）、６９～６０点：可（１ポイント）、５９点以下：不可（０ポイン

ト）とし各教科で取得したポイントを合計した値で評価する。 

年間の評価方法は、年間ポイント（前期ポイントと後期ポイントを合計し

た値）で評価する。さらに、年間ポイントよりＡ～Ｅの段階に分ける。 

段階の決定は次の式により指標数値を算出し、その数値が 100～87 はＡ段

階、86～73 はＢ段階、72～59 はＣ段階、58～45 はＤ段階、44 以下はＥ段

階とする、ただし不可の教科が有る場合は点数に関わらずＥ段階とする。 

指標数値 ＝ 年間ポイント÷ 実施科目数× 
3

100
 

 ※指標数値小数点以下は切り捨てる 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
ホームページに掲載し公表 

 https://cats.ac.jp/data 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業者には整備士としての人格と、技能を修得しており、お客様に信頼

と満足を提供できる人材であることが望まれる。客観的な卒業基準として

は学則と細則により卒業試験の学科及び実技試験の全教科において可以上

の成績を修めたものに対して学校長が卒業を認める。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
ホームページに掲載し公表 

 https://cats.ac.jp/data 
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様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 

※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。

学校名 専門学校千葉県自動車大学校 

設置者名 千葉県自動車整備商工組合 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 ホームページに掲載  https://cats.ac.jp/data

収支計算書又は損益計算書 ホームページに掲載  https://cats.ac.jp/data

財産目録 ホームページに掲載  https://cats.ac.jp/data

事業報告書 ホームページに掲載  https://cats.ac.jp/data

監事による監査報告（書） ホームページに掲載  https://cats.ac.jp/data

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 
自動車整備専

門課程 
一級自動車研究科 ○ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

４年 

昼間 

４，３１６ 

単位時間 

1,216 
単位時間 

０ 
単位時間 

3,099 
単位時間 

０ 
単位時間 

０ 
単位時間 

４，３１６ 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

８０人 ５０人 ０人 ７人 １人 ８人 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画）

（概要） 

授業は本校科目別到達目標を元に授業計画を作成し実施する。また、各科

目において平常評価（出席率、提出物等）、平常試験（修了試験等）、学

期末試験（前期末試験または後期末試験）を実施する。 
成績評価の基準・方法 

（概要） 

各科目について平常評価（出席率、提出物等）、平常試験（修了試験等）、

学期末試験（前期末試験または後期末試験）を実施し学期末試験を行う。

なお、試験の結果は可以上の成績を収めなければならない。なお、出席率

は９０％以上で無ければ学期末試験を受験することができない。 
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卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業者には整備士としての人格と、技能を修得しており、お客様に信頼と

満足を提供できる人材であることが望まれる。客観的な卒業基準としては

学則と細則により卒業試験の学科及び実技試験において可以上の成績を

修めなければならない。 

学修支援等 

（概要） 

特待生度を設け成績優秀等の基準に達するものは授業料の減免を行う。日本学生

支援機構、教育訓練給付金制度に対応している。 
 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １４人 

（100％） 

０人 

（  0％） 

１４人 

（100％） 

０人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

国の認証を受けた自動車ディーラー工場 

（就職指導内容） 

働き方の意識付け導入。求人票の見方。当校独自で合同企業説明会の開催、

就職試験（面接含む）の対策を実施 
（主な学修成果（資格・検定等）） 

一級小型自動車整備士（国家資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

５２ 人 ２人  ３．８％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、体調不良によるもの 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

入学時及び定期的な面接による兆候の早期発見。相談者のカウンセリン

グ、保護者を交えた面談の実施 
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分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 
自動車整備専

門課程 
二級自動車整備科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼間 ２，１３１ 

単位時間 

766 
単位時間 

０ 
単位時間 

1,364 
単位時間 

０ 
単位時間 

０ 
単位時間 

２，１３１ 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１００人 ５６人 ０人 ６人 ０人 ６人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業は本校科目別到達目標を元に授業計画を作成し実施する。また、各科

目において平常評価（出席率、提出物等）、平常試験（修了試験等）、学

期末試験（前期末試験または後期末試験）を実施する。 
成績評価の基準・方法 

（概要） 

各科目について平常評価（出席率、提出物等）、平常試験（修了試験等）、

学期末試験（前期末試験または後期末試験）を実施し学期末試験を行う。

なお、試験の結果は可以上の成績を収めなければならない。なお、出席率

は９０％以上で無ければ学期末試験を受験することができない。 
卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業者には整備士としての人格と、技能を修得しており、お客様に信頼と

満足を提供できる人材であることが望まれる。客観的な卒業基準としては

学則と細則により卒業試験の学科及び実技試験において可以上の成績を

修めなければならない。 
学修支援等 

（概要） 

特待生度を設け成績優秀等の基準に達するものは授業料の減免を行う。日

本学生支援機構、教育訓練給付金制度に対応している。 
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卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ３１人 

（100％） 

７人 

（  22.6％） 

２４人 

（77.4％） 

０人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

国の認証を受けた自動車専業整備工場、自動車ディーラー工場など 

（就職指導内容） 

働き方の意識付け導入。求人票の見方。当校独自で合同企業説明会の開催、

就職試験（面接含む）の対策を実施 
（主な学修成果（資格・検定等）） 

二級ガソリン自動車整備士、二級ジーゼル自動車整備士（国家資格） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

７５  人 ６人  ８．０％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更のため 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

入学時及び定期的な面接による兆候の早期発見。相談者のカウンセリン

グ、保護者を交えた面談の実施 

 

  



学校整理番号（ １１６ ） 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 
自動車整備専

門課程 
カーメカトロニクス科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 昼間 １，１３４ 

単位時間 

306 
単位時間 

０ 
単位時間 

828 
単位時間 

０ 
単位時間 

０ 
単位時間 

１，１３４ 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１０人 ２人 ０人 １人 ０人 １人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業は本校科目別到達目標を元に授業計画を作成し実施する。また、各科

目において平常評価（出席率、提出物等）、平常試験（修了試験等）、学

期末試験（前期末試験または後期末試験）を実施する。 
成績評価の基準・方法 

（概要） 

各科目について平常評価（出席率、提出物等）、平常試験（修了試験等）、

学期末試験（前期末試験または後期末試験）を実施し学期末試験を行う。

なお、試験の結果は可以上の成績を収めなければならない。なお、出席率

は９０％以上で無ければ学期末試験を受験することができない。 
卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業者には整備士としての人格と、技能を修得しており、お客様に信頼と

満足を提供できる人材であることが望まれる。客観的な卒業基準としては

学則と細則により卒業試験の学科及び実技試験において可以上の成績を

修めなければならない。 
学修支援等 

（概要） 

特待生度を設け成績優秀等の基準に達するものは授業料の減免を行う。日

本学生支援機構、教育訓練給付金制度に対応している。 
 

 

  



学校整理番号（ １１６ ） 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ０人 

（100％） 

０人 

（  0％） 

０人 

（  0％） 

０人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

該当なし 

（就職指導内容） 

該当なし 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

該当なし 

（備考）（任意記載事項） 

   

 
 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

０ 人 ０人  ０％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

該当なし 

 
 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

一級自動車研究科  300,000円 485,000円 495,000円 
施設費 220,000円 

実験実習費 275,000円 

二級自動車整備科   300,000円 485,000円 495,000円 
施設費 220,000円 

実験実習費 275,000円 

カーメカトロニクス科   300,000円 485,000円 495,000円 
施設費 220,000円 

実験実習費 275,000円 

修学支援（任意記載事項） 

 



学校整理番号（ １１６ ） 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://cats.ac.jp/data 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校実践的かつ専門的な職業教育を実施するために「自己評価点検」を基に

保護者、ＯＢ、業界関係者（団体）、その他人材育成等に関わる方々（学校

関係者評価委員）により評価を実施し、改善案を検討し次年度に反映する。

また、結果をホームページで公表する事により、保護者や地域の方々などに

学校に対する理解を深めていただけるよう勤める。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

元県立高等学校校長 
令和５年７月１日～ 

令和７年６月３０日 
教育有識者 

有限会社杉田モータース代表取締役 
令和５年７月１日～ 

令和７年６月３０日 
就職先企業 

元自動車整備専門学校校長 
令和５年７月１日～ 

令和７年６月３０日 
卒業生、教育有識者 

一般社団法人千葉県自動車整備振興

会専務理事 

令和５年６月１日～ 

令和７年５月３１日 

整備業界団体 

卒業生保護者 
令和４年４月 1日～ 

令和６年３月３１日 
保護者 

卒業生保護者 
令和３年９月１５日～ 

令和５年９月１４日 
保護者 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://cats.ac.jp/data 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://cats.ac.jp/data 
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